
愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属：生物化学分析検査研究班  提出日：平成 29年 ４月 15日 報告者：有馬 武史、大坪 弘明 

 

行事種別 研究会 行事番号 170000457 

開催日 平 成 29 年 4月 1 日 (土) 

時 間 開 始 14時 30分 終 了 17時 00分 

場 所 株式会社スズケン 名古屋支店 2階会議室   （所在地 名古屋市） 

テーマ 移植医療の現状 

生涯教育履修点数 専門教科 20 点  

司 会 
名古屋大学医学部附属病院 有馬 武史 

愛知医科大学病院     大坪 弘明 

講 師 

講演1 誰でも始められる免疫抑制剤のTDM～最新トピックを交えて～ 

 ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社          山田 洋一 

講演２ 臓器提供の流れと実際 

公益社団法人 日本臓器移植ネットワーク      後藤 清美 

藤田保健衛生大学病院               加藤 櫻子 

内 容 

前半は、免疫抑制剤の TDMについて、後半は臓器移植の現状について紹介いただいた。

講演では、TDM の基本的なパラメータから、代謝産物との交差反応性、予想外の結果

が出た場合の考え方などをご紹介いただいた。TDM において試薬間差があることは知

られているが、その原因が代謝産物との交差反応性にあることが改めて示された。しか

し、代謝産物でも生理活性を持つ場合があることから、何処までを測定結果に反映させ

るかは試薬の設計理念によるとのことであった。TDM 検査は通常の測定項目とは異な

る点が多く、今後の日常業務に大いに役立つ重要な知見を得ることができた。 

後半は、臓器移植の現状と、脳死患者の発生から提供までの一連の流れをご紹介いただ

いた。脳死からの臓器移植が法制化された後も、移植件数自体は増加しておらず、今後

も情報提供活動が必要とのことであった。法的脳死判定から移植手術までのタイムスケ

ジュールの説明では、ope室利用や摘出臓器の搬送の事情により、移植術は深夜帯に実

施されることが多いとの事であった。会場からは、提供者が発生した場合の医療機関側

の金銭的な負担について、提供の同意に関する「家族」の範囲についての質問等が出さ

れ、活発な質疑応答が行われた。普段、家族で臓器移植を話題にすることは少ない。今

回のような講演会を通して、臓器移植についての正しい理解を深める重要性を再認識し

た。 

参加者 総数：45名（会員 38名、非会員 1名、賛助会員 6名、学生 名、その他 名） 

共催、後援など  
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